
再会を信じて再会を信じて
～北朝鮮による日本人拉致問題～～北朝鮮による日本人拉致問題～

　毎年、12月10日から16日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」となっています。これは北朝鮮当局に　毎年、12月10日から16日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」となっています。これは北朝鮮当局に
よる人権侵害問題に関する国民の認識を深めることなどを目的に、平成18年６月に施行された「拉致問よる人権侵害問題に関する国民の認識を深めることなどを目的に、平成18年６月に施行された「拉致問
題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」によって定められました。題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」によって定められました。
　突然、家族を、人生を奪い去った北朝鮮による拉致。拉致問題はいまだ解決していません。　突然、家族を、人生を奪い去った北朝鮮による拉致。拉致問題はいまだ解決していません。ここでは、北ここでは、北
朝鮮による拉致について、あらためて認識を深めます。　　　　　 朝鮮による拉致について、あらためて認識を深めます。　　　　　 　　問問市福祉政策課　℡0994-31-1113市福祉政策課　℡0994-31-1113

「
特
定
失
踪
者
」と
は

　
「
特
定
失
踪
者
」と
は
、
民
間
団
体

「
特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
」が
北
朝

鮮
に
よ
る
拉
致
の
疑
い
が
否
定
で
き

な
い
と
し
て
い
る
失
踪
者
の
こ
と
。

　

約
４
７
０
人
を
リ
ス
ト
化
し
、
う

ち
77
人
を
拉
致
の
疑
い
が
濃
厚
と
し

て
い
ま
す
。
県
関
係
の
特
定
失
踪
者

は
11
人
。
そ
の
う
ち
４
人
が
拉
致
濃

厚
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
親
と
の
再
会
を
信
じ
て

　

市
内
在
住
の
前
山
利り

え

こ

惠
子
さ
ん

は
、
特
定
失
踪
者
で
拉
致
の
疑
い
が

は
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
お
り
、
車
内
は

ま
っ
た
く
荒
ら
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

拉
致
被
害
者
家
族
の
想
い

　

市
川
さ
ん
の
兄
・
健
一
さ
ん（
市

内
在
住
）
は
、
当
時
の
こ
と
を
振
り

返
り
ま
す
。

　
「
鹿
児
島
市
内
に
就
職
し
て
い
た

修
一
は
、
昭
和
53
年
７
月
29
日
か
ら

31
日
ま
で
帰
省
し
た
際
、
実
家
の
商

店
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
以

来
、会
っ
て
い
な
い
。
こ
の
12
日
後
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
。
一
生
懸
命
探

市川修一さんの兄
市川 健一 さん（73 歳／輝北町市成）

北朝鮮人権侵害問題啓発週間に伴うパネル展を開催します
日　時

場　所

内　容

12月10日 ㊊～14日㊎　8:30～17:00　

市役所１階ロビー、各総合支所窓口
拉致問題のパネルやパンフレットの展示、ブルーリボン
のツリー展示、署名活動・募金活動　など

年月日 内容

昭和 53 年   ８月 12 日
吹上浜で、市川修一さん増元るみ子さんが

行方不明に

昭和 60 年   ７月
来鹿の警察庁長官が「北朝鮮のスパイ活動

に関心を持っている」と表明

昭和 62 年 11 月 29 日
大韓航空機爆破事件で逮捕された元工作員

が日本人拉致の存在を告白

昭和 63 年　３月

国家公安委員長が、市川さんと増元さんら

昭和 53 年の３件の男女失踪を「北朝鮮に

よる拉致の疑いが濃厚」と国会答弁

平成　３年　５月
鹿児島県警が市川さんと増元さんの失踪事

件を「拉致の可能性」として対策班を設置

平成　７年
元工作員が平成２年頃、北朝鮮で市川さん

を見たと証言

平成　９年　３月 25 日
全国の被害者家族が「北朝鮮による拉致被

害者家族連絡会」を結成

   　　　　　５月

警察庁警備局長が、市川さんと増元さんら

７件 10 人を「北朝鮮による拉致の疑いが

濃厚」と発表

平成 14 年　９月 17 日 金正日総書記が拉致を認め、謝罪

  　　　 　 10 月 15 日 拉致被害者５人が帰国

平成 20 年 11 月 15 日 市川さんの母・トミさん死去

平成 26 年　８月　４日 市川さんの父・平
たいら

さん死去

拉致被害者・市川修一さん
に関連するこれまでの主な出来事

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
と
は

　

昭
和
45
年
頃
か
ら
昭
和
55
年
頃
に

か
け
て
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉

致
が
多
発
し
ま
し
た
。
現
在
、
17
人

が
政
府
に
よ
っ
て
拉
致
被
害
者
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
９
月
に
北
朝
鮮
は
日
本

人
拉
致
を
認
め
、
同
年
10
月
に
５
人

の
被
害
者
が
帰
国
し
ま
し
た
が
、
他

の
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
北

朝
鮮
か
ら
納
得
の
い
く
説
明
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

拉
致
問
題
は
、
日
本
の
主
権
及
び

国
民
の
生
命
と
安
全
に
関
わ
る
重
大

な
問
題
で
す
。
そ
の
解
決
は
外
交
に

委
ね
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
は

拉
致
被
害
者
・
特
定
失
踪
者
が
い
る

自
治
体
と
し
て
、
問
題
の
周
知･

啓

発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

県
内
で
起
き
た
拉
致
事
件

　

政
府
が
認
定
す
る
拉
致
被
害
者
17

人
の
中
に
は
、
２
人
の
県
内
出
身
者

が
い
ま
す
。
昭
和
53
年
８
月
、
日
置

郡
吹
上
町（
現
・
日
置
市
）の
吹
上
浜

海
岸
で
拉
致
さ
れ
た
、
市
川
修
一
さ

ん（
当
時
23
歳
）
と
増
元
る
み
子
さ

ん（
同
24
歳
）で
す
。

　

２
人
は「
浜
に
夕
日
を
見
に
行
く
」

と
言
っ
て
出
掛
け
た
ま
ま
行
方
不
明

に
。
現
場
の
吹
上
浜
に
残
さ
れ
た
車

拉致被害者
市川 修一 さん

し
回
っ
た
が
、
何
の
手
掛
か
り
も
無

か
っ
た
」。

　

今
の
想
い
に
つ
い
て
は
、「
今
年

は
拉
致
さ
れ
て
40
年
。
あ
ま
り
に
も

長
過
ぎ
る
。
両
親
が
生
き
て
い
る
間

に
、
も
う
一
度
、
修
一
に
会
わ
せ
た

か
っ
た
」と
語
り
ま
す
。

　

署
名
活
動
や
講
演
、
集
会
へ
の
参

加
な
ど
、
各
地
で
積
極
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
健
一
さ
ん
。「
北
朝
鮮

の
人
権
侵
害
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
。
そ
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て

い
る
。
精
神
的
に
ま
い
る
こ
と
が
あ

る
が
、『
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
』、『
応

援
し
て
い
ま
す
』
と
い
う
声
に
ふ
れ

る
と
力
を
い
た
だ
く
。
拉
致
被
害
者

全
員
が
救
出
さ
れ
る
ま
で
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
だ
き

た
い
。
私
も
そ
れ
ま
で
は
頑
張
る
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

年月日 内容

昭和 46 年 12 月 30 日

園田一さん、トシ子さん夫妻が大崎町野方

の自宅から宮崎空港へ向かう途中に行方不

明に

平成 15 年   １月 10 日
拉致被害者家族会の支援組織「救う会」が、

特定失踪者問題調査会を発足

平成 16 年　５月 21 日
特定失踪者問題調査会が園田さん夫妻を「拉

致の疑いが濃厚」と発表

　　　　　　９月 28 日
園田さんの家族が鹿児島県警に国外移送目

的略取誘拐容疑の告発状を提出

　　　　　 10 月
鹿児島県警が国外移送目的略取誘拐容疑の

告発状を受理

平成 26 年　７月　４日
北朝鮮が、特定失踪者を含む拉致被害者を

再調査する特別調査委員会を設置

平成 28 年　２月 12 日
北朝鮮が、拉致再調査の全面中止と特別調

査委員会の解体を表明

平成 29 年　５月 12 日 特定失踪者家族会が発足

平成 30 年　５月 26 日

特定失踪者問題調査会が鹿児島市で緊急集

会を開き、トシ子さんを北朝鮮で撮影した

とされる写真について、「本人の可能性が高

い」として、鹿児島県警に真相究明要望

特定失踪者・園田一さん・トシ子さん夫妻
に関連するこれまでの主な出来事

濃
厚
と
さ
れ
る
園
田
一は
じ
めさ
ん（
当
時

53
歳
）・
ト
シ
子
さ
ん（
同
42
歳
）
夫

妻
の
長
女
。
園
田
さ
ん
夫
妻
は
大
崎

町
の
自
宅
か
ら
宮
崎
空
港
に
向
か
う

途
中
に
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
あ
ま
り
に
突
然
の
こ
と
で
、

前
山
さ
ん
は
、「
何
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

前
山
さ
ん
は「
残
さ
れ
た
時
間
は

少
な
い
。
な
ん
と
し
て
で
も
両
親
を

救
い
た
い
。つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
の
一
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
頑
張
れ

る
。
今
後
も
解
決
に
向
け
た
活
動
を

続
け
て
い
く
」と
語
り
ま
し
た
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、
世
論
の

盛
り
上
が
り
が
大
切
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が「
拉
致
は
決
し
て

許
さ
な
い
」、
そ
し
て
１
日
も
早
く

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
を
取
り
戻
す

と
い
う
強
い
意
志
を
示
す
こ
と
が
、

こ
の
問
題
の
解
決
に
大
き
な
力
と
な

る
と
と
も
に
、
拉
致
被
害
者
家
族
ら

の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
日
も

早
い
帰
国
を
願
い
、
関
心
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

前山 利惠子 さん
（70 歳／新川町） 吹上浜海岸

特定失踪者
園田 一 さん・トシ子さん夫妻
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